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西欧中世初期における塩の生産と流通

ロワー一一ルとロレーヌー

丹 下 栄

1．はじめに＝問題の所在と史料状況

 1960年代後半に大きな転換を経験した西欧中世初期，とりわけ寺号リ

ング期の社会・経済生活をめぐる研究は，現在新しい地平に踏み出そうと

しているように思われる。すなわち，年季リング期フランク世界を主要な

舞台として行われた交易活動の活発さと社会的・空間的な広がりがますま

す強調されると同時に，しかしそれを生産力の上昇による余剰物資の増大

と直線的に結びつける考えは後退し，物資の不足，地理的偏差をもその促

進要因として捉えっっ，流通活動の意義をさらに多面的に考察する方向が

打ちだされた。かってプリュム修道院の組織した運搬賦役を分析した論文

のなかで修道院の利潤最大化指向を主張したJ．一P．ドヴロワが，近年は

「修道院経済」という概念を前面に押し出してキリスト教世界の維持機構

のひとつとして流通活動を考察する試みを続けているのは，こうした事情

を象徴するものであろう（1）。

 ところで，流通活動の意義を考えるとき見逃してはならないのは，生活

必需物資と流通との関わりである。なかでも塩のように生産地が限定さ

れ，したがって，運搬，流通が不可欠の過程として付随している必要財の

調達システムのありかたを検討することは，中世初期商業の歴史的意義の

見直しに，さらには西欧中世初期社会それ自体の再評価にも若干の寄与を

なすことができるであろう。本稿は，こうした認識をもとに，塩の生産と
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流通をめぐる諸問題を考察することを通して，近年の主要な研究動向を筆

者なりに整理しようとするささやかな試みである。

 本題に入るのに先立って，本稿の課題設定に必要なかぎりでの史料状況

を概観しておこう。塩についての言及を持つ中世初期の文献史料を一瞥し

たときまず印象づけられるのは，塩と市場交易との関わりの深さである。

焼酒リングの諸王が各地の修道院や司教座教会に与えた流通税免除特権賦

与・確認文書はしばしば当該文書の眼目が塩の特権的流通であることを示

し，教会組織の塩の流通への関与を強く示唆している（2）。また記述史料に

現れる，「ある場所で安く買ったものを他所でより高く売るように努めて

いた」職業的商人や，所領明細帳が記す，賦役の一環として塩の販売を行

う保有農民の姿からは（3、塩の交易と関わりを持つ者がきわめて広範な社

会集団に及んでいたことが明らかとなっている。

 さらに，これらの史料が記す製塩地や交易を主宰する教会組織の本拠

地，あるいは交易担当者の活動範囲を見ると，塩が流通する空間的枠組み

がいくっか浮かび上がってくる。例えば，カール大帝がレ乱掘の教会に

ポー川流域，とくにコマッキオなどの塩田での流通税免除特権を賦与した

とする偽文書と，ボー河流域に所領を展開させ，河川の合流点など交通の

要衝に立地する所領で航行する船から塩や穀物を徴収していたことを伝え

るサンタ・ジュリア・ディ・ブレシア修道院の所領明細帳の記述などを重

ね合わせると，河口地帯にコマッキオ周辺の塩田地帯を擁するボー河流域

がひとつの塩流通圏となっていたという想定が可能となってくる（4）。同様

な塩流通圏は，現在のオーストリア中央部に所在する岩塩地帯とケンプテ

ン修道院，ザルツブルク教会によって輪郭づけられるものなど，いくつか

を指摘することができ，およそ中世初期の文献史料でその存在が確認でき

る製塩地は，ほとんどすべてが恒常的流通網によって形づくられる流通圏

と結びついているといえよう。そのなかでもロワール河口地帯とロレーヌ

地方で産出する塩が作る2っの塩流通圏は，いずれも西欧中世初期社会の

ひとつの中心であるロワール・ライン間地帯に含まれ，史料と研究史の蓄
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積にも比較的恵まれている。そこで，まず検討の手がかりとしてこれら2

っの塩流通圏の内部構造を検討し，次いでそこから明らかとなった問題点

について考察するという順で論を進めることとする。

2．塩流通圏の構造：ロワール

 大西洋・北海沿岸の製塩活動は，中世初期の史料に現れるかぎりでも，

ジロンド河口からフリースラントに至る広い範囲で行われていた。そのな

かでも最も重要な位置を占めるのはロワール河ロを中心とする地帯であ

る。この地域では有史以前から，ケルト人が製塩を行っていたと思われる

が，5世紀に地中海沿岸で行われていた製塩法が伝わり，良質の塩を低コ

ストで生産することが可能になった（5）。

 ロワール河口地帯の製塩地に直接関係する文言を持った最古の史料は，

『ダゴベルト事蹟録』の第35章である。それによると635年頃，サン・ド

ニ修道院（パリ北郊）は，もともとはアキ国争ア公の手にあった，塩田を

含むポワトゥーの王領地を寄進された（6）。それ以降，この地域の塩田の存

在は主として各地の教会組織に伝来する寄進文書によって知ることができ

る。一例をあげると，ロワール河口付近の小島に本拠を置くノワールム

ティエ修道院は，839年にルイ敬川帝からポワトゥー所在のヴィラ  塩

田を含む  を譲与されている（7）。その他，カロリング期にロワール河口

地帯に塩田を持っていたことが史料から明らかなのはブルターニュのルド

ン修道院，サン・メクサン修道院（ポワティエ西南部），サン・メスマン

修道院（ミシイ）（8）などで，この地域に塩田を持つ教会組織はサン・ドニ

修道院を別格として，おおよそロワール流域に本拠を置いていたことが見

てとれる。

 これらの塩田での生産活動の実際について，しかし史料の語るところは

きわめて少ない。わずかに手がかりとなるのがサン・メクサン修道院のカ

ルチュレールである。ここに収録された塩田に関わるカロリング期の文書
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は，主として私人の間で行われた塩田の寄進を記録したものであるが，そ

の用語法から塩田の姿をいくらかなりとも明らかにすることができる。ま

ず，ここでは塩田を表すのにareaという語が多用されている。本来この

語は何らかの地片を表す語で，特定の用途と結びついたものではなかった

と思われるが，特に塩田を表す語として使われる例がロワール河口地帯の

塩田に関わる文書に見受けられる。サン・メクサン修道院の場合，紀元千

年以前では，13通の文書が塩田の寄進・売却をを記録している。いずれ

もロワール河ロ地帯に所在する塩田はareaと呼ばれる地目・面積単位で

描写され，小さいもので11areae，広いもので108 areaeと記されている。

areaの面積は地域によってさまざまであるが，およそ25-40㎡とされ（り

したがって，寄進の対象となった塩田は最も少なく見積もれば約300㎡，

最大で約4500㎡の面積を持っていたことになる。またこれらのareaには

四白表示がなされ，ほとんどの場合その1辺は公道に面している。さらに

文書は，塩田の付属物としてしばしばmaracioの名をあげている。これ

は一般に潮汐を利用して海水を塩田に引きいれ，あるいは塩分を抽出した

後の水を排出するための水路と考えられている。大西洋岸の干満差の大き

い地域では，水路に設けた水門を開閉することによって容易に導水・排水

が行われたとされる（10）。塩田に海水を導く水路はイタリアなど地中海沿

岸にも存在したことがほぼ確実である（11）のにもかかわらず，文書にその

存在が明記されているのは大西洋岸のものに限られている。

 寄進文書は，当然のことながら，寄進者の財産のうちで寄進の対象と

なった物件のみを記録している。当の寄進者が自己の持つ塩田をすべて一

括して譲与したとは限らない以上，寄進文書の数値のみを根拠として当時

の塩田の規模を推しはかるのは危険きわまりないことである。しかしなが

ら，寄進文書のかなりの部分が塩田とともに耕地や葡萄畑，さらには従属

民などが同時に譲与されたことを伝えている事実を考えあわせると，製塩

活動を行っていた者のすべてが製塩業に専門化していたわけではないと考

えるべきであろう。さらに注目すべきは，maracioが塩田そのものとは
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別個の物件として扱われていたと思われる点である。すなわち，938年，

あるいは945年にヌアイエ修道院の院長が自身で統括する修道院に対して

行った寄進では，塩田が寄進物件に含まれていながら，maracioを寄進

の対象からは外すことが明言されているのである（12）。これは特定の者が

水門や水路といった設備を保有し，農業生産のかたわら製塩も行うような

中小農民はその導水路から塩水の供給を受けていたことを示すのであろう

か。もしそうだとすれば，製塩活動は，少なくともロワール河口地帯に関

する限り，必ずしも大規模な設備投資が可能な財力を持った有力者層の独

占物ではなく，中，小農民が土地経営の一環として製塩活動を行っていた

事例も希ではなかったと考えることができよう。

 しかしながら，ロワール河口地帯で産出された塩と関わりを持っていた

のは，いま見たような塩田の保持者ばかりではない。この地域の製塩活動

はごく早い時期から交易を前提として行われていた。7-8世紀に作成さ

れたある文書の下部に偶然残された走り書きには，「ノワールムティエ修

道院の塩田から合計400リブラの塩がとれる」とあるという（13）。そして

カロリングの諸王がロワール沿岸に立地する修道院に発給した流通税免除

特権賦与・確認文書では，特権的流通を認められる物品として塩が明記さ

れた例がかなり目に付く。たとえばコルメリィ修道院はカール大帝以来歴

代のフランク王からロワール，シェール，ヴィエンヌ，トゥニュ河での流

通税免除特権を確認されているが，そのなかで831年にアキタニア王ペ

パン1世が発給した文書では，流通税が免除される物品として塩が明記さ

れている（14）。塩の無税運搬を規定したこのような文書が伝来しているの

は，ロワール沿岸ではサン・ブノワ・シュル・ロワール修道院，シャルー

修道院，コルメリィ修道院，ヌーヴル教会があげられ，さらに，厳密には

本拠地はロワール流域に立地してはいないもののの，サン・ジェルマン修

道院（オーセール）もその中に算えることができる（15 ）。

 このように，ロワール水系が河口地帯で生産された塩の運搬路として大

いに利用されたことは流通特権関連文書からも明らかであるが，記述史料
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はロワール河口地帯で生産された塩の流通について，さらにいくつかの情

報を伝えている。ひとつは塩の交易拠点としてのオルレアンの姿である。

『聖ベネディクトゥス奇蹟伝』の一節は，塩を積んでナントから修道院に

向かう途中，オルレアンで流通税を不当に請求されて勾留されたサン・ブ

ノワ・シュル・ロワール修道院の船が聖人の奇蹟によって難を免れた顛末

を語っている（16 ）。またフェリエール修道院長Loup de Ferri6resはオル

レアン司教Jonasへ宛てた書簡のなかで修道士が必要とする衣服の不足

を嘆き，葡萄酒，小麦，塩を売って衣類などを調達したことを記している

が，彼が売却するに足るだけの塩を保有し，またそれを必要な物資と交換

できたのは，オルレアンの存在と切り放せなかったと思われる（17）。さら

に『聖ゲルマヌス伝』（8世紀）に描かれたオルレアンで塩を買ってパリ

に赴いた貧しい商人は（18≧塩の一大集散地としてのオルレアンの姿を示

すと同時に，ロワー・・ル河口で産する塩の流通圏が流域という自然地理的枠

組みを超えて広がっていたことを示唆している。

 ロワール塩流通圏のひろがりはパリ地方，さらにはブルゴーニュ地方に

も達していたと思われる。すなわち，863年にシャルル禿頭王はマコンの

教会に対してアンジューの製塩地とマコンの市域内での流通税のそれぞれ

3分の1を寄進・確認した（19 ）。流通税として徴収した生産物を特定の教

会組織に給付する例は，カロリング期については確証はない。しかし塩

の給付が特権の一環として確認された例は皆無ではない（20）。ここに記録

された塩税が実際に現物で徴収され，マコンまで運ばれた可能性を否定す

ることはできないであろう。

 一方で，ロワール河口地帯で生産された塩は対岸のブリテン島へも運ば

れていたようである。大陸とブリタニアとの経済的関係の密接さはさまざ

まな史料によって明らかであるが，そのなかで『聖フィリベルト奇蹟伝』

は，ブルトン人商人がFurcaの港に小麦を持って現れ，塩を入手したこ

とを伝えている（21）。

 いまひとつ見逃せないのは，ロワール河口地帯の塩の流通圏がある時
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期，ロレーヌ，さらにはアルデンヌ地方にまで広がっていたとする

M．ルーシュの主張である。すなわちアルデンヌに本拠を置くスタヴロ・

マルメディ修道院は，652年または653年にシギベルト3世からロワール

河口付近の流通税徴収所，さらにロワール河での流通税を与えられた。こ

の特権は，直接の言及はないものの，ロワール河口地帯の塩を修道院に給

付するためのものであったと考えられている（22）。そしてルーシュは，6

世紀末に書かれた『マルティヌス伝』（23）に注目する。ここにはメッスで

塩の取引を行った商人が，かって彼が訪れたトゥールの聖マルティヌスの

加護によって，船中で寝ている間にトリアーに到着したという情景が見い

だされるが，メッスで取引された塩の出自について，彼はロワール河口地

帯の産であったと主張して，それをロレーヌ地方で産出したものと考えて

いるフルヒュルスト（24）を批判した。すなわちこの作品が書かれたとき，

ロレーヌでの製塩はまだ活発には行われていなかった。したがってメッス

で取引された塩がロレーヌで生産されたとは考えられず，その商人が

トゥールやポワトゥーと関わりを持っている以上，問題の塩もロワール河

口地帯の産以外には考えられない，というのである（25）。ここに現れる塩

の産地を確定することは，おそらく不可能であろうが，ロワールの塩の流

通圏と，同じく塩の産地として知られるロレーヌ地方の1中心地たるメッ

スとの間で商人の行き来があったことは，記憶にとどめておくべきであろ

う。

3．塩流通圏の構造＝ロレーヌ

 ロレーヌ地方で最も早くから製塩が行われていたのは，メッスでモーゼ

ル河に合流するセーユ川の沿岸地域である。ここでは青銅器以来地下白水

を原料とした製塩が行われていた。メロヴィング期には，この地は司教座

の置かれたメッス，ヴェルダン，トゥールと並ぶロレーヌ地方の拠点の地

位にあった。製塩地としてカロリング期の史料にしばしば現れる定住地，
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Vic-sur-Seille， Marsal， Moyenvic， Dieuzeにおいてはメロヴィング期

にすでに造幣が行われていたことが知られている（26も

 7世紀，低水を金属製の釜で煮沸する新しい製塩法がこの地に導入され

たころから（27）この地の製塩所が文献史料に現れるようになってくる。そ

の最初は伯Theotcharがワイセンベルク修道院にMarsalの製塩所を寄

進したとの記録で，その後，ゴルッェ，サン・ミエル，サン・テーヴル

（トゥール），プリュム，サン・ドニなどの修道院がロレーヌに製塩地を

持っていたことを記録する史料を伝来させている（28）。

 この地の製塩所の実態を探るべく，まず文書での用語法を一瞥しよう。

ロレーヌ地方を含め，内陸部に所在する製塩地を文書が記述する場合，用

語法は海岸地帯の塩田を記録する場合とはかなり異なっている。まず特徴

的なのは，patella，あるいはineumと呼ばれる製塩釜の存在である。前

者の例のひとつは，777年に作成されたサン・ドニ修道院長フルラドの遺

言状にみられる（29）。ここでフルラドはサン・ドニ修道院に遺贈する物件

としてアルサス・ロレーヌ地方に所在する多くのヴィラを列挙したのに続

けて教会の宝物や典礼書を記し，さらにVic-sur-SeilleとMarsalの製塩

釜をあげている。patellaの語を用いた文書はVic-sur-Seille， Moyenvic，

Marsalなどが集中するセーユ川流域の製塩地に集中して現れるほか，フ

ルダ修道院に寄進されたWastera，ヘルスフェルト修道院が入手した

Salzungenの場合など，内陸部の製塩地を記録する文書に頻出してい

る（30）。またineumは，史料に現れる頻度は必ずしも多くないが，一例を

挙げると，754年にメッス司教がゴルッェ道院に譲与した物件のなかに

Moyenvicの製塩地があり（31≧文書は製塩釜hiniumが設置されたsessus

と呼ばれる敷地を含む物件が寄進されたと記している。

 以上にあげた例からも明らかなように，寄進の対象となる物件が製塩に

関わることを示そうとするとき，文書はほとんどの場合製塩釜に言及して

いる。シャルル禿頭王がサン・テーヴル修道院の修道士団用財産を確認し

た文書（32）のようにmansusという語を用い，製塩釜に直接言及しないも
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のは例外的存在にすぎない。いずれにせよ，耕地や葡萄畑などと製塩地と

が一体となった経営単位は内陸部では見ることができない。中小経営によ

る製塩活動が存続する余地が残されていたかどうかは後段で検討するが，

製塩釜という設備なくしてロレーヌ地方では製塩活動は行えないことは確

実であろう。

 ところで，製塩釜を用いた製塩活動の姿を具体的に描いた史料として，

プリュム修道院の所領明細帳の41章，Vic-sur-Seilleの章がある（33）。こ

の章は記載内容，様式の両面に亘って，明細帳の他の部分とはかなり異

なった姿を示し，その成立過程については多くの論争が重ねられてきた。

しかし現在のところ，この章の記述は修道院の所領管理人が現地で原型を

作成し，それが修道院にもたらされた時点で修道院が所領管理人あての書

き込みを行ったのちに現地に戻され，所領明細帳の一部として取り込まれ

た，とするCh．一Ed．ペランの主張が大勢としては支持されている（34）。それ

ゆえ，この章をカロリング期ロレーヌ地方での製塩活動を描写する根拠と

して用いることは十分に可能であると考えてよいであろう。

 所領明細帳の記述によると，ここには2軒の小屋があり，そこに製塩用

の竈が3っ設置されている。それぞれの竈からは毎月24包みの塩が産出

され，そのうち4包みは人足operatorが，2包みは所領役人maior一

ただし所領管理人magisterが認めた場合一が受けとるので，修道院の

取り分は毎月16包みとなる。さらに史料は塩の価格を常に監視する

それは1包みが2ドゥ田圃から16ドゥ田沼，時として1ウンキア（20

ドゥニエ）にまで高騰する一ように指令し，塩井からの鍼水の供給に対

して5スーを要求することを求めている。

 この文言を信じるとすれば，この所領で製塩業務に従事するものは地位

の高低を問わず，塩の現物給付を受けていることになる。また塩の価格調

査を命じた文言は，所領経営に携わる管理職の任務に塩の価格の監視が含

まれていたことを示唆する。ちなみに，W．メッッはライヘンハルにある

製塩地を管理する王領地役人の存在を指摘し，その権限は『御料地令』の
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第62章と略同一であったと主張した（35）。『御料地令』の該当箇所の眼目

は所領管理役人に所領の収入を確定することを指令するところにあり，そ

れが製塩地の管理者にも適用されるのであれば，管理者は常に価格動向に

目を配ることを求められていたことになる。プリュム修道院が商品として

市場で販売することを前提として製塩活動を行っていたことには，ほとん

ど疑問の余地はないが，その意義については後段であらためて触れること

にする。

 ロレーヌ地方に限らず，内陸部で生産された塩に関わる流通特権は，製

塩地との往還の流通税を免除するものが大半を占める。塩との関わりが明

らかな流通特権関連文書はサン・ミエル，コプレンツ，ミュルバック各修

道院に伝来しているほか，プリュム，サン・ドニの両修道院は領域や物品

の限定を受けない流通税免除特権を取得している（36）。

 これらの教会組織がかたちづくる流通圏の内部構造については，プリュ

ム修道院の所領明細帳が若干の情報を与えてくれる。すなわち所領明細帳

の42，43章に記録されたFaxeの領民は修道院の持つ製塩地， Vic-sur-

Seilleからメッスまで各自荷車1台分の塩を運ぶ運搬賦役を負担し，さら

にプリュム近隣の所領の領民には塩と葡萄酒を販売する賦役が課されてい

る。これを見ると，Vic-sur-Seilleで生産された塩はそこからメッス，

メッスからプリュムという2っの運搬賦役を経て修道院本拠地に集めら

れ，さらにプリュム周辺の領民による塩の販売へ結びつけられているよう

に思われる（3％問題はなぜプリュム修道院の領民による塩の運搬がメッ

スでいったん区切られているかであるが，それは塩の一部がメッスで市場

交易に投じられたからと考えるのが自然であろう。すでに触れたトゥール

のグレゴリウスの『マルティヌス伝』（6世紀末）の一節は，塩の産地を

ひとまず措くとして，メッスがメロヴィング期にすでに塩の集散地となっ

ていたことを示している（38）。血肥ユ川とモーゼル河の合流点に立地する

司教座都市メッスがロレーヌ地方の塩交易の結節点であったことは，した

がってほぼ確実に想定できると思われる。



一45一

4．塩の生産と流通をめぐる若干の問題

 ここまで検討してきた2っの塩流通圏は，塩の出自が海水か地下量水か

の違いはあるものの，その内部構造にはかなりの共通点を認めることがで

きる。まず，いずれの流通圏においても，製塩地では複数の経営の交錯状

態が現出していたように思われる。そして，塩の交易に携わるものとし

て，教会組織と職業的商人の双方をどちらの流通圏においても見出すこと

ができた。この2点はそれぞれ密接に関連しながら中世初期と塩との関り

の特質をかたちづくっているように思われる。以下それについて若干の検

討を加えることにしよう。

 まず検討すべきは製塩地での複数経営の交錯の意味するところである。

史料を見るかぎり，製塩活動の主体の属する社会層は多岐にわたり，経営

規模，塩との関わりかたも多種多様である。特に注目すべきは，中小規模

の製塩活動が持続していたと思われることである。ここからは，何らかの

調整機能が，さまざまな規模の製塩活動の持続を可能にするように作用し

ていたという仮説が導きだされるように思われる。仮説の根拠となるのは

ロワール流通圏の場合はmaracioの存在である。それが塩田そのものと

は別個のものとして扱われていたという想定が誤りではないとすれば，製

塩活動を行う者のなかには水路を共同利用し，あるいはさらに進んで他者

の設置した水路から海水の供給を受けながら活動を続けていた者が含まれ

ていたと考えることが可能となろう。

 一方ロレーヌ地方においては，小規模製塩経営の存在を明示する史料は

見あたらない。しかしそれは製塩活動がすべて大規模経営によって独占さ

れていたことを意味するものではない。さきに検討したプリュム修道院所

領明細帳のVic-sur-Seilleの章を見ると， operatorと呼ばれるおそらくは

下層の製塩担当者が生産物の一部を受領しているのが判る。もし彼らが受

け取った塩を必要財と交換していたとすれば，塩の供給者という意味にお

いて，彼らは小規模製塩業者たる一面を持っていたことになろう。さら
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に，塩井からの戯水汲みだしに対して5スーの徴収を命じる規定は，プ

リュム修道院の持つ塩井から他者の製塩所に対して鍼水が供給されている

ことを示唆しているように思われる。汲みだし量にかかわらず定額の，し

かもかなり高額の貨幣を徴収するとしたこの規定は，もしその通りに実行

されたならば中小規模の製塩所にとっては過酷な条件を強いることになっ

たであろうが，見方を変えれば他者がより大規模な製塩活動を行うことを

奨励しているという解釈も不可能ではなく，他者への鍼水供給に際して代

価を徴収することを厳しく指令した背景には，実際には鍼水の供給がきわ

めて安易に行われていたという事情があったとすることもできよう。すな

わちいずれの流通圏においても，製塩活動を行っている者同士での何らか

の調整が塩の原材料である海水や地下鍼水の調達に関して行われていたこ

と，そしてそれは中小規模の経営の存続を可能とする方向で機能していた

ことを，可能性として指摘することは許されるであろう。おそらくそれ

は，塩の社会各層への浸透を容易にするために，地域内需要，地域外需要

のそれぞれに対応した生産組織がかたちつくられていたという文脈で理解

することが可能であろうが，現状ではそれは仮説の域に止まらざるをえな

い。

 もう一つの問題は，塩の流通に教会組織と職業的商人が関わっているこ

との意味である。この問題を考えるうえでひとつの核心は教会組織の流通

特権の享受者としての側面であるが，なかでも塩に関わる流通税の給付を

受けている事例が注目されなくてはならない。この項の対象とする地理的

枠組みのなかではマコン教会がアンジュー地方の塩田から流通税の一部を

受領している例，またサン・トーバン修道院（アンジェ）がロワール河口

地帯のヴィラから塩100ミュイの給付を受けていた例をあげることができ

る（39）。

 流通税収入そのものの給付は従来必ずしも歴史家の関心を集めていたと

はいえない。しかしそれは，塩のような必要財の流通に関しては二重の意

味で重要である。第1に，自己の製塩地を持たず，また特権的運搬システ
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ムを組織することもできない教会組織にとって，流通税として徴収された

塩の受領はきわめて有利な調達方法となっていたであろう。それは必要財

を流通圏のすみずみにまで行きわたらせるのに一定の貢献をなしたと思わ

れる。

 第2に，流通税収入の給付による塩の調達が可能となるためには流通税

の徴収が実際に行われていなくてはならない。それは流通税を各地で支払

いっっ塩を運んでいく非特権的流通が存続していたことを意味するであろ

う。記述史料に時折現れる職業的商人はこうした非特権的流通の担い手と

しての一面を持ち，期せずして塩の調達システムのある部分を支えること

になったのである。しかしそれは楯の一面でしかない。職業的商人の存在

は特権的流通の組織者にとっても無縁ではなかった。プリュム修道院のよ

うに配下の領民に運搬賦役を課すことによって流通組織を作り上げた領主

はむしろ少数で，多くの場合領主は職業的商人にいわば名義貸しを行い，

商人の側では教会から委託された業務と自己の業務とを一体のものとし

て，可能な限り流通特権を享受しながら遂行していたものと思われる（40）。

教会組織と特権的流通との関わりは，塩の社会各層への送達という局面に

関しては，職業的商人の存在を大前提としていたことになる。すなわち塩

の流通に関する限り，教会組織の行う特権的流通と職業的商人の行う非特

権的流通とは実際には渾然一体となっていたといわねばならない。中世初

期の史料に塩の流通の携わるものとして教会組織と職業的商人が並んで現

れ，また交易の結接点としてオルレアンやメッスのような交通の要衝に位

置する司教座都市が浮びあがってくるのは偶然ではない。

最後に残された課題は，2っの塩流通圏の相互関係を問うことである。

この問題はルーシュ，およびP．ヨハネクによって，それぞれ独自の方向

から論じられた。まずルーシュは，8世紀以前のアキ黒星アとアウストラ

シアとの関係の密接さを強調し，塩をはじめとするロワール以南の産品は

フランク王国の北部にまで届いていたことを主張したうえで，ロレーヌで
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の塩の生産の拡大とともにロワール流通圏がそれに浸食されるかたちで狭

まっていったという構想を提示した。塩流通圏の消長を8世紀西欧世界の

危機とその克服と関連づけて描こうとする彼の雄大な構想は，しかしこの

稿の問題意識の射程をはるかに超える。ここでは塩の流通圏が気候変動な

どによる生産量の変化によってもある程度動きうることを指摘した挙措ネ

クの論を敷画して相互関係の一端を探ることで満足しなくてはならない。

 ヨハネクが着目したのは，9世紀前半にサンス司教がトゥールToul司

教にあてて認めた書簡である。ここでサンス司教は，海岸地方での降雨の

ために塩の価格が高騰し，しかも例年通りの量の確保が不可能なことを嘆

き，塩の入手のために貨幣を持った使者をトゥール司教のもとに派遣した

ことを告げている（41）。ヨハネクはこの書簡からっぎのような想定を導き

出した。サンスは塩の2っの流通圏の境界に位置していた。通常時には河

川交通によって運ばれる大西洋で産出した塩が用いられていたが，非常時

にはロレーヌ地方の塩を塩を調達した，というのである（42）。彼の議論の

主眼はむしろ必要財の調達に対する修道院や司教など教会組織の寄与を指

摘するところにあり，流通圏の相互関係という問題意識はかならずしも前

面に押し出されているわけではない。しかし必要財の価格変動が交易路の

変化をもたらすこと，そして交易路の変化に教会組織が関与していること

を指摘するヨハネクの所論を司教座や修道院の配置，所領編成などの分析

から西欧中世社会の構造に迫ろうとする近年の動向（43）と照らし合わせれ

ば，そこに流通圏のあり方を地域形成と関連させっっ動態的に把握しよう

とする指向を読みとることは決して牽強付会とはいえないであろう。

 この考えにたて1ざ，プリュム修道院の所領明細帳に見られる価格監視規

定にも，別の角度からの接近が可能となると思われる。ここに記された，

1包み2ドゥニエから20ドゥニエに至る価格変動の大きさはなにに起因

しているのであろうか。塩井から汲みあげた戯水を煮沸する製塩法のもと

では生産量が気候等の要因によって大幅に変化するとは考えにくい。塩を

めぐって大規模な投機行為がなされていたと考えることも不可能ではない
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が，むしろ妥当なのは，ここに記された塩の価格変動がロワール河口地帯

での生産量の多寡と連動していたと解することであろう。サンスの例に見

られるように，通常はもっぱらロワール河ロ産の塩を消費していた地域が

非常時には生産量の変動の少ないロレーヌ地方の塩を急遽求めることが希

ではないとすれば，ロワール・ライン間地域には平常時と緊急時に対応し

た2っの塩の調達システムが備わっていたことになる。そしてここには，

生産と流通を媒介として形成された地域的なまとまりがより高次のまとま

りをかたちづくる過程をモデル化するうえでの重要な示唆がこめられてい

るように思われる。

5．おわりに

 最後に，ここまでの検討から得られた暫定的結論と若干の見通しを述べ

てしめくくりとしよう。

 まず，塩をめぐるシステムの多様性，重層性が指摘できよう。大規模製

塩活動と並んで，小規模製塩が持続し，さらに従業者への現物給与が行わ

れ，塩の生産に関わりを持つ多様な社会層に塩そのものを入手する途が開

かれていた。また塩の流通には教会組織がきわめて深く関与していた。カ

ピトゥラリアにおける塩への言及の少なさと対照的な穀物やパンに関する

王権の関心の高さを考えあわせると，あたかもフランク王権は塩の分配の

一切を教会組織に委ねたとの印象すら受けるものである。

 しかし同時に，塩の流通機構は市場交易を不可欠の構成要素として含ん

でいたことを忘れてはならない。これを要するに，中世初期において，大

経営と中小経営，特権的流通と市場交易といった，一見相反する原理に立

つ要素を結びつけることによって，社会のすみずみにまで塩という必要財

を送りこむシステムが作りあげられていたといえるであろう。このシステ

         いちば
ムの核心のひとつは市場であると思われるが，西欧中世初期社会における

市場の意義を問い直すことはまだ緒についたばかりである。市場への多面
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的接近を今後の課題として確認して結論に代えることとする。
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